
之
を
要
す
る
に
本
地
城
は
重
機
と
し
て
甚
だ
人
口
桝
密
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
平
均
繊
度
は
背
面
在
る
紀
ノ
川
斜
両

の
約
七
倍
に
及
ん
で
ゐ
る
が
'
之
を
仔
細
に
み
る
と

き
は
､
海
岸
の
密
度
過
大
在
る
と
こ
ろ
よ
わ
順
次
地
形
が
高
ま

る
ほ
つ
れ
て
規
則
的
は
密
度
が
草
城
し
､
且
っ
高
庇
MLJ樹
す
ほ
従
っ
て
鐘
業
の
種
類
も
嘩
化
し
て
行
-
の
が
如
賓
は

示
さ
る
ゝ
興
味
あ
る
地
域
と
瓜
ふ
の
で
あ
る
｡

.

以
上
は
高
度
と
人
口
密
度
と
の
袖
係
を

1
地
域
は
就
て
観
察
し
た

一
つ
の
試
み
は
過
ぎ
な

い
も
の
で
あ
る
が
p
在

は
之
と
密
接
を
蓮
繭
は
あ
る
と
こ
ろ
の
該
地
域
は
於
け
る
高
度
と
繁
藤
と
の
鍋
係
は
他
日
に
之
を
教
表
し
た
5,考

へ

で
あ
る
｡

･:#=
寮
は
本
桐
に
つ
き
五
璃
分

1
地
形
図
和
歌
山
十
雛
梓
利
E
榊
幅
を
参
照
さ
れ
た
い
｡

(
昭
利
六
年

.L
月
桐
'
八
咋
川
月
訂
打
j.)

備
後
の
名
勝
山
野
峡
(猿
鳴
峡
及
古
谷
川
の
峡
谷
)
(

〟

)

〆
./

青

野

益

見

盈

ハ二

､
地
形
及
他
部

二
.
鶴
嶋
映

三
'
古
谷
川
の
峡

部
備
後
深
安
郡
山
野
村
に
在
-
｡
涌
出
よ
-
行
軍

1+

符

四
､
鉄
泉

五
'
参
考
囲
清

一､
地
形
及
地
質

地
形

山
野
峡
即
ち
猿
鴨
峨
及
宙
谷
川
の
峡
谷
は
兼

備
後
の
名
勝
山
野
峡

粁
'
自
動
車
の
檀
あ
ら
｡
山
野
相
は
地
形

<l
舷
に
起
伏

少
な
き
高
蔓
を
な
す
も
五
百
米
を
超
ゆ
る
所
は
僅
ほ
其

中
英
ほ
陀
立
す
る
残
丘
状
の
掲
兼
山
等
数
所
は
過
ぎ
ず

三

三
三



山 野 柑 地 間

妨二
十

位



≠

川
は
小
目
川
披
見
支
流
之
を
閉
析
し
て
流
れ
'
小
田

く
ふ

川
は
北
方
よ
-
補
流
-
紳
ポ
和
魂
見
付
と
の
坂
上
を
･過ruし

ぎ
て
川
+iS
に
qi'る
｡
此
間
蛇
曲
を
溝
-
rJ
と
四
円
､
差

聖

断
軒
暗
､
雫
及
m
脱
の
曲
,J
れ
な
ら
｡
次
に
此
支
流

な
る
原
谷
川
は
木
村
の
納
仲
は
発
抑
し
て
北
加
に
流
れ

F
流
ーこ
於
で
亦
蛇
曲
h
t基

き
'
凍
見
付
よ
-
本
村
の
北

内
に
流
れ
解
る
古
谷
川
を

人目
せ
蓬
に
小
m
川
に
朔
す
｡

こ
れ
よ
-
小
川
川
は
流
向
を
南
光
に
廟
じ
来
鬼
に
充
-

亦
蛇
曲
を
点
き
'
川
野
の
河
成
金
地
を
流
れ
出
で
備
中

に
入
る
｡
小
m
川
の
繁
の
-;
以
北
は
独
鳴
峡
と
解
し
､

+;
谷
川
と
火
に
帆
布
を
な
し
て
'
鵬
:..i
例
･:>:粍
林
之
>
_I

彩
挿
し
'
又
河
床
は
的
瀬
及
渥
和
>
委

し
､
所
謂
峡
茶

葉
布
衣
の
地
域
な
-
｡
又
fiS
谷
川
の
下
流
に
は
原
布
髄

･=i
細
川
す
る
あ
-
{
紡
客
E
:時
絶
え
ず
｡

地
質

川
野
村
政
北
の
狭
窄
地
の
北
や
に
は
1
'部
+;

咋
肘
の
彬
岩
､英
南
中
に
は
石
英
伽
岩
の
有
情
&
.見
る
｡

次
に
其
南
の
方
形
焼
延
地
の
北
部
に
は
上
部
i;
仲
村
の

十
枚
川前
餌
粘
舶
岩
の
大
筋
H
あ
ら
､
煩
わ
帖
曲
の
用
閥

に
石
衣
岩
滋
は
iL
t
又
此
曲
の
如
i
?咋
方
両
に
は
申
年

仙
椎

の
部
胎
川
野
峡

:jY -一 周 川 野 伶 地
A血:lJて城hL B大rEl!'益地 CJrl弟ln D小川川

火 -JI 上 ()四 二二･卜柁 北 に 巾 ひ ‡■,( +



也

球

筋
二
十
雀

暦
の
柵
岩
粘
板
岩
の
現
は
る
ゝ
あ
り
｡
猿
鴨
峡
は
以
上

の
諮
地
質
の
中
は
鎗
通
し
t
も
谷
川
の
峡
谷
は
噸
千
枚

岩
貿
粘
板
岩
の
中
は
穿
た
る
｡
中
部
に
は
馬
乗
出
の
如

き
石
英
斑
岩
の
境
川
あ
わ
｡
南
部
に
は
亦
古
生
静
の
千

枚
岩
貿
粘
板
岩
の
大
露
出
あ
-
て
p
矢
川
に
は
石
衣
岩

中
は
刑
瑚
長
門
フ
イ
ル
ム
サ
ト
イ
(N
a
gato
ph
yttum

S
atoij
春
し
､
下
部
石
炭
紀
の
春
在
む
立
晋
す
｡
此
他

尚
京
銀
暦
の
輝
線
旋
次
岩
粘
板
岩
等
の
露
出
あ
-
0
要

之
本
村
は
古
生
暦
の
千
枚
岩
質
粘
坂
岩
最
7?
壁
-
､
之

を
賞
-
石
英
斑
岩
之
に
次
ぎ
'
両
岩
の
接
嫡
部
に
鉱
床

お
膳
胎
す
｡
又
水
成
岩
の
節
理
は
峡
谷
の

一
成
因
を
な

す

｡

二
､
独

唱

峡

概
説

独
時
候
は
小

田川
の
上
流
山
野
村
を
流
る
㌧

部
分
の
上
草
峡
谷
を
指

術L
t
猿
鴨
に
因
っ
て
か
-
秦

づ
-
'
田
原
の
豊
橋
(柿
下
可
七
十
米
)は
起
ち
､
細
石

郡
凍
兄
仙
養
両
村
境
(
二
百
八
十
米
)
に
終
る
､
其
高
さ

は
百
十
米
に
過
ぎ
ざ
る
も
'
其
長
さ
は
四
千
九
百
米

(

妨
山舵

夷

三大

一
里
除
)
は
連
す
｡
就
中
北
の
小
鞘
九
回
北
開
は
直
線

状
は
北
西
よ
か
南
東
に
流
れ
f
蘭
の
大
部
は
三
つ
の
蛇

の
名
あ
さ
､
苗
は
川
水
の
絶
勝
HL点

け
｡
.此
曲
は
川
が

狭
穿
分
脈

(N
aTrOW
ed
sp
tlr)
の
周
h
t曲
流
す
る
に
旧

-
て
獲
ず
｡
即
ち
岩
石
節
坪
の
方
向
が
多
様
且
相
変
る

あ
ら
ば
､
流
水
は
之
h
t浸
蝕
し
て
壁
成
せ
L
U
｡

A
､
聖

の

曲

此
曲
の
左
右
両
岸
に
は
p
千
枚
岩
質
粘
板
岩
発
達
し

就
中
着
岸
に
は
石
衣
岩
の
露
出
計
も
離
ひ
'
分
脈
は
来

世
の
長
さ
四
雷
光
､
幅
基
準
に
逢
す
｡

宴
橋

此
峡
入
門
の
第

一
橋
､
長
里
二
十
四
米
.
柄

四
米
飴
'
河
床
よ
･Ctの
高
九
米
.
長
虹
の
高
-
提
流
は

慮
る
ほ
似
ね
ら
｡

聖
の
懸
崖

両
岸
は
断
崖
絶
壁
所
謂
異
の
峡
谷
を
な

やす
み

し
'
右
岸
に
は

休

場

の
鼻
.
馬
場
尻
､
小
丸
､
空
緑
等

数
峯
高
-
並
峰
す
'
湛
立
二
百
敏
光
あ
わ
､
そ
れ
等
梶

頭
に
は
枚
其
他
紙
樹
を
冠
L
t
基
礎
亦
駿
蒼
た
る
樹
木

を
袴
と
L
t
其
間
に
晒
壁
峻
毘
倒
立
し
.
所
々
紋
樹
の



瓢
経
た
貼

る
､
此
豪
肝
美

装
の
雄
姿
は
峡
小
杯
キ
る
秀

=･.<
に
て
､
托
勝
常
北
入
門
に
於
で
喋
荊
;i
-
能
は
ざ
る

も
の
Li
-
3
榊
峯
発
･:StS
は
頂
に
人
里
鍾
抑
孔
'{
大
-;
刷

節 Il'_J.1

A判 1',I B′ト jL

繭JJ-より北_一二･卜17-.蛇i7LiにILJ･=ナt3十

朴
等

淋
し
'

珊
雀

申の
n
m

LJ少
｡

此
艶
懸
･E
下
の
曲

椛
に

は
､
机

舶川
和

の鮎
川
故
紙
特
+L
l封
あ
-
て
､

淵
及

肺
筏
の
朝
鮮
=_
即
秋

榔
セ
な
す

｡

聖

の
淵

淵
は
ト
ド
に
:.
つ
あ
-
'
酬
1=(梢
津
の
中

に
舟
･:〃
構
-
此
趣
を
拡
ふ
｡

至
の
瀬

前
省
の
関
に
挟
ま
れ
数
段
h
tな
す
､
純
水

1約1
々
流
れ
て
岩
に
激
し
･=が
を
噛
む
O

此
淵
湖
と
懸
は
訪
峯
と
h
l仰
せ
鑑
賞
し
典
秀
=･+,i
h
t味

ひ
相
｡
新
し
尖
れ
枇
h/
高

さ
の
帳
に
14i.ら
ば
'
溝
峯
の

械
鶴
躍
如
燃
ゆ
る
が
如
-

､
描
流
亦
弱
に
赤
く

冷
=･:ll

軌
悉
-

..
縫
す
｡

術
後
の
革

.･:F'は
滞
郁
々
iJ
る
兇
地
な
る
も
､
H
m
i蛾

丑
及
株
式
の
tg?
域
等
あ
-
て
'
頗
る
形
勝
の
化
邦
か
.古

ひ
る
も
'
虹
宵
の
明
か
な
ら
ざ
る
i
l峨
U
O

球
の
翁
は
､
博
誼
に
ょ
;L
は
t
E.;
西
免
に
･::=･.滋
あ
-

食

と

1i1
化
け
丸
城
に
岬
ひ
､
票
修

祁
耕
)之
穀
央11
-
し

た
め

､
豊
松
に
作
り
之
か
.
1階
･:圧
よ
-
曙
蕗
妃
に
乍
ら
し

め
し
ょ
-
起
れ
-
と
｡

赤
藤

津
獄
に
指
し
雫
i>:す

(
亜
掛
川
の
川
和
林
に

鹿
す
)､
不
凍
岩
よ
り

成
る
も
､
樹
木
浦
川
か

I

搬
以
雌
純

色
の
弧
か
な
る
を
見
る
の
み
､
秋
の
紅
炎
は

殊
に
爺
あ

‥.心

-[]:
ヒ



Lワ
o

･
.妨
二
十
番

頚
肋
の

7
角
天
狗
橋
の
北
東
方
に
'
長
蛇
の
如
き
洪

淡
A
J澄
む
､
其
下
位
に
砂
原
淵
あ
あ
､

一
方
に
砂
原
の

坐
ぜ
る
Iに
よ
さ
名
づ
-
､
次
は
,長
さ
渦
の
妓
瀬
あ
4
,0

乾
瓢

姶
瀬
に
績
-
､
絵
多
し
故
は
名
づ
-
o
左
程

に
大
在
る
l磐
岩
あ
与
'
演
流
奔
騰
之
tこ
放
し
寒
々
旋
渦

す
'
叉
音
樹
は
左
岸
に
茂
み
磐
岩
と
深
淵
と
セ
蔽
払
'

凄
倍
を
加
ふ
'
淵
長
二
十
七
米
､
幅
十
八
米
'
深
六
米
｡
,

7.
サ
ギ
潮

前
者
に
紹
-
'
右
岸
は
磐
岩
の
粘
板
岩

ほ
て
放
流
に
洗
は
れ
､
左
津
は
石
英
斑
岩
の
露
出
と
共

に
'

吾
石
貨
-
横
は
る
｡
緑
樹
は
森
々
参
美
枝
を
交
.へ

掠
風
自
ら
至
る
｡

フ
サ
ギ
淵

前
者
に
接
す
'
粘
粧
岩
の
大
蹄
､
左
岸

に
は
五
大
.の
岩
塊
奪
え
'
清
水
は
白
糸
の
如
-
之
を
落

下
し
凍
っ
て
此
鞘
に
牲
-
o

谷
田
潮

前
者
tこ
摂
上

旬
床
の
傾
斜
急
'
従
っ
て

流
亦
忠
敬
9
.
.警

石
の
大
塊
!i.激
越
七
沼
々
伯
潔
を
四

散
す
｡
.

か
比
ら

谷
田
漬

此
境
は
州
の
屑
個
所
tこ
あ
ら
'
上
流
の
河

第

-
班

n(

三
八
,I

水
は
rJ
･/
滋
重
油
右
岸
と
左
岸
と
は
分
流
七
.イ
此
横
地

を
周
続
す
1
尭

左
岸
流
は

1
支
流
を
出
し
後
叉
食

流
心
一

七

1
i
J夜
与
'
更
に
叉

7
支
流
と
出
し
初
の
右
岸

流
に

尽せ
し
む
う
此
最
後
の
左
右
両
岸
流
は
瀧
状
と
な
み
欠

の
如
-
谷
田
淵
に
挑
み
入
る
.｡
此
等
分
流
派
生
の
た
め

に
三
個
の
三
角
洲
を
作
る
'
第

一
は
左
の
瑛
'
第
二
は

右
の
横
t
,第
三
は
二
者
の
下
位
に
在
る
耳
の
ほ

て
1.何

れ
も
彩
虜
の
大
磯
及
書
方
を
含
D
.'
第
三
に
は

大
磐岩

の
長
さ
十
八
米
幅
其
牛
に
連
す
る
も
の
あ
タ
t.
堅

1
に

は
月
見
草
等
の
磯
間
に
英
美
と
誇
る
あ
さ
､
第

1
に
は
√

背
於
t.1白
磯
の
間
ーこ
林
立
し
て
.1
段
の
景
趣
を
加
ふ
あ

さ
.｡
此

硬
は
岩
石
反
対
節
理
の
交
叉
澱
が
河
水
の
浸
蝕

を
受
け
て
生
成
せ
し
も
の
に
V
.
磯
谷
に
於
け
'る
此
種

の
三
角
洲
は
稀
に
見
る
所
'
帝
揮
峡
に
も
之
れ
を
存
せ

ず
｡･.又
此
附
近
密
林
の
山
地
Iこ
は
猿
多
-
､
二
三
十
群

を
在

し
て
此
頓
又
は
フ
サ
ギ
瀬
を
渡
歩
て
'一
左
岸
の
島

串
に
至
身
民
家
に
遮
づ
さ

'
或
は
柿

･
楢
等
を
盗
取
す

と
云
ふ
｡

概
括

･
此
聖
の
曲
は
河
床
貴
を
主
と
L
t
数
個
の
淵



1

--
..-
..I
..L...I
--..tI..～

附
川
畑
H
L
抑
伽
交
々
邦
も
､
=
:之
ーこ
配
す
る
は
練
榊

の
共
を
以
く
す
.
就
中
入
峡
門
聖
の
懸
崖
は
此
地
域
の

紹
勝
を
卑
し
､
路
の
谷
田
額
は
項
味
あ
る
三
角
洲
を
を

す
O

B
t∴
頓
行
時
の
曲

此
は
峡
中
最
大
秒
曲
に
て
蛇
曲
好
穿
分
脈
共
に
大
を

･a
t
分
脈
の
長
的
入
官
米
幅
狭
さ
併
百
五
十
米
あ
タ
､

分
脈
の
地
質
は
大
部
中
生
代
の
砂
岩
及
粘
板
岩
ほ
て
､

兼
好
に
住
に
石
英
響

石
の
露
出
あ
ら
'
西
部
に
住
に
宙

生
代
の
粘
哲

石
及
石
怒

万
あ
卜
｡
蛇
曲
右
岸
の
地
.質
は
､

分
脈
西
部
の
も
の
に
同
じ
｡
.

ヤ
ワ
セ
淵

谷
田
横
を
柳
る
少
許
の
上
流
に
あ
か
｡

左
岸
に
砂
岩
の
大
露
出
あ
か
南
北
の
走
向
を
取
る
.'
其

上
に
大
枚
播
曝
し
て
之
を
覆
以
最
適
の
納
接
地
q
4
.

淵
は
水
清
-
且
深
-
酔
泳
に
優
を
･a
｡

カ
タ
淵

前
者
と
去
る
少
許
に
在
み
｡
右
牢
の
磐
岩

.

は
永
年
水
浸
の
た
め
深
ぐ
哲
人
す
'
之
に
は
多
-
の
岩

松
生
育
し
美
観
誉

焦
す
｡

JJ-

ヤ
ナ
淵

.
前
者
よ
れ
少
許
に
在
-
｡

淵
未
葵
を
設
け

:備

後
の
名
肪
山
野
峡

雑
魚
す
故
に
名
あ
ら
O
帝
藍
拭
ふ
ほ
似
.た
み
'
右
岸
に

は
互
岩
の
流
れ
多
-
'
又
左
岸
の
絶
鼠
に
は
成
熟
と
て

創
立
せ
る
梅
岩
の
牌
は
墜
落
せ
ん
と
す
む
如
き
臥
･Lh
t

其
頂
上
に
は
栓
等
紋
樹
億
か
在
る
も
の
仰
視

さ
TO
.

頓
行
時

･分
脈
の
西
端
に
時
立
す
る
尖
峰
｡
'河
床
を

故
-
官
米
'未
申
は
成
獄
に
連
接
す
る
も
､他
の
三
方
面

は
峡
谷
に
屈
み
断
崖
絶
壁
を
度
し
饗
登
す
る
を
儲
ず
､
＼

石
衣
の
岩
壁
は
白
色
を
暑
し
異
相
青
松
及
岩
絵
乱
筆
等

一

は
其
裂
酸
を
職
務
し
て
美
装
を
飾
る
...･
其
容
共
姿
､
遍

に
帝
揮
峡
堰
堤
の
狗
寅
赦
｣

三
役
峡
の
依
岩
に
努
雅
た

少

･｡壷
峡
中
の
互
撃
偉
観
た
み
?
山
頂
は
石
憐
三
倍
を

祭
丸
､
･白
衣
の
業
者
求
み
歩
す
る
.も
の
多
し
｡
.

頓
行
時
の
瀬

.:4･
ナ
瀬
よ
う
頓
行
時
の
南
西

に
至
る

.ヽ

河
原
.

ほ
て
石
怒

石
の
露
出
あ
そ

･川
は
東
酉
の
方
向
に

流
る
へ
も
岩
石
の
歯

理
は
南
北
の
方
向
を
有
イ
オ
た
め

.湖
は
高

低
敏
段
を
な
し
'
急
瑞
奔
逸
沼
々
谷
計
麿
す
｡

く
ゞ
り
岩

.前
者
に
接
す
､‥
左
樺
の
石
衣
岩
脚
は
水

/

浸
り
た
め
深
Y
到
ケ
去
ら
れ
て
哲
人
を
を
し
､
流
水
苗

に
潜
4
.入
る
故

に
名
づ
-
､
帝
帝
峡
に
は
鳥
相
等
相
普

完

三
九
‥



地

球

折
三
間

噺
祁
畔
及
-
i,
-
H
ItG

赫々
よ

り
北
門
十
腔

.E
に
･_T
け
坊
す

第

二
十
奄

に
称
す
る
も
､
此
峡
に
は
邸
な
る
勝
=･:q
な
-
O
然
る
に

常
で
禦

作
の
･=H
LS
の
た
め
此
桝
を
堰
き

1-
'め
可
情
其

-.

部
>
･.破
壊
し
去
-
L
も
､
仰
紺
邪
の
淵
に
北
大
部
存
し

似
る
常
態
を
'〓L.す
O
史
に
A
'肘;
上
の
川.Q椛

面
に
は
:S
次

川小
の
四
枚
加

担
:=
-
舵
-
並
列
し
'
rJ
れ
k
山
水
h
.破

け
る
の
せ
戦
と
=+
.し
頗
る
人
目
を
怒
-
｡
虹
に
又
此
岩

弗

1
雛

ZO

四

〇

壁
の
対
韓
に
は
長
岩
の
下
赦
十
人
を
解
る
ゝ
ほ
足
る
焼

坊
あ
･A
.
以
て
両
方
を
凌
ぐ
べ
-
紫
を
避
-
べ
-
､
伸

し
て
以
て
軒

岩
の
秀
灘
を
望
む
べ
L
a

T
鳥
越

峨
行
峠
の
村
方
に
蛇
立
す
る
峻
峰
に
て
之

に
利
対
す
｡
岩
椛
茄
々
高
-
懸
-
先
非
正
人止
す
二
m
土

は
殊
に
糾
立
の
TE
岩
数
個
並
存
し
愈
々
共
功
姿
を
袈
し

兵
柵
は
其
妹
際
に
牧
人
し
て
之
を
tfe
装
す
｡

ヤ
マ

(Y
a
m
a
)

-

i･む
岩
よ
-
河
床
を
上
れ
ば
た

I.ii
に
#
岩
の
横
あ
か
.

7
担
化
h
l典
ふ
.
こ
＼
よ
か
北

西
に
向
以
班
立
市
鎗
米
を
難
登
L
t
ヤ
マ
を
賓
奄
す
0

こ
は
井
tL
朋
の
稚

さ
火
に
て
ポ
次
岩
地
に
托
ず
る
も
の

な
･｡
'
英
日
は
四
角
形
を
な
し
､

.i
適
五
十

一
概
他
麹
T
t;

Tr1.
十
七
撫
'
其
沌
十
九
米
七
ーこ
適
す
'
帝
秤
峡
花
面
ヤ

マ
に
類
す
｡
仰
し
〓
適
の
岩
石
は
粘
板
岩
な
れ
ば
恐
く

上
竹
に
准
る
枇
叔
岩
が
-;
朋
に
よ
-
滋
に
断
落
し
凍
-

‖
連
を
確
ひ
し
も
の
k･Jら
人
｡
輯
よ
-
滋
に
来
る
･日
収

に
は
､
く
ま
が
え
さ
う
の
那
各
所
ーこ
あ
･&
.
rJ
は
蘭
杵

に
属
し
､
発
の
･i二
部
に
柄
々
川
形
の
二
つ
の
大
葬
を
%
T

す
〇



荒
波

机
上

ガ
の
河
嬢
は
.A
;岩
の
横
る
も
の
彫
多
な

-
､
こ
は
iL
-
州
別
に
-
-
流
極
せ
る
も
の
に
て
'
火
rJ

よ
-
せ
け

.I
山
九
来
他
:-5
六
米
に
遁
す
る
も
の
あ
-
0

火
形
偲
心よ
り
せ
け
湖
中
の
芥
に
紙
ひ
如

d
J76
の
'
牌
椎

と
Lt
せ
る
7P
の
'
陥
刷
状
判
経
た
=(
'せ
る
も
の
等
千
態

敢
肌
L･L
-
.
叫.G
h
に
は
和
光
他
の
樹

木
稚
滋
し
て
虹
に

ら
ざ
る

も
前
記
の
ヤ

h
J
J
に
終
る
と
て
裁
あ
ら
｡
左

=..i
は
的
六
十
米
の
聞
､
流
水
奔
飛
す
る
桝
､
或

は
H
岩

に
科
実
し
て
〓
経
た
放
し
浦
向
を
擁
じ
､
虹
に
亦
川村
に

赦
し
川和
k
I適

え
'
忽
ち
に
し
て
流
れ
二
分
し
､
又
人目
JJ

L
で
小
槌
レ

一作

-
紺h
.Li
L
t
綜
々
非
々
両
界
>
･.城
軌

せ
し
め
て
天
然
の
火
は:;
柴
を
.奏
す
､
応
池
の
名
栴
こ
＼

に
起
る
L

∫f･=和
に
箕
糾
し
て
北
〃
の
敵
組

(
氷
見
付
t

.fG
次
岩
粘
似
岩
よ
り
成
る
)
i
.'仰
潤
す
｡

鷹
巣
獄

.?
抹
よ
-
約
･'>;+
:
::日
米
'
慧
眼
の
除
･:.川
''

頂
卜
に
針
葉
樹
柁
-
'
之
に

次
ぎ
･fi=
人
な
る
断
･2
.日
喋

懸
る
t
i
:
も
火
瓜
を
舶
-
た
る
が
如
-
､
帝

相
順
茄
･:〟

に
似
た
り
｡
q
'F
部
は
潤
葉
樹
林
の
滴
れ
る
も
の
あ
る

備
後
の
部
綜
山
野
映

第 ITLl lE･''1

億の英附近 /(･_の.(:.蝶ilAEのぶ!

61-_JIilT北IL-卜J.-1空円にll'･Jひt:i･T

を
怨
む
､
令
姿
雅
人
な
る
豚
粟
は
三
段
峡
の
鷹
英
に
磐

梯

L
J
-
.

上
鳥
越
轍

鷹
英
紙
と
頓
行
畔
と
の
中
川
に
帖
つ
災

岬
に
て
綾
瀬
に
封
す
る
面
は
仰
･:訂
仰
山2:し
､
北
他
は
樹

林
に
招
は
る
'
兆
山
容
よ
-

t好i
行
帖
に
似
LJ
-
J

M
..

川

.I



地

球

節

二
十
懲

五
峰

臆
英
獄
は
憐
-
コ

ー
ラ
瓶
(
側
谷
)め
-
｡
之

に
次

い
で
五
つ
の
峯
側
谷
を

隔
て
J
相
並
託
す
'
小火
峰

囲
峰
春
し
骨
頂
は
近
-
岩
壁
む
露
親
し
p
頂
上
其
他
は

密
林
に
覆
は
る
､
高
-
璽
際
は
陀
立
し
､
崇
高
偉
大
'

仰
ぐ
者
む
し
で
凄
紳
袈
骨
せ
し
ひ
､
此
五
峰
は
峡
申
稀

有
の
絶
勝
夜
か
｡

地
獄
尻

光
波
よ
ら
急
瀧
を
測
る
少
許
に
在
-
､
淵

用
殊
は
奇
岩
移
し
｡

ヨ
り
ズ
淵

前
者
よ
-
奔
潮
を
上
る
少
許
は
在
-
O

長
r
u三
十
六
米
幅
十

Li
米
の
長
形
ほ
て
p
浬
二
米
牢
｡

痕
イ
か
淵

ホ
イ
ト
は
乞
食
の
方
言
｡
前
者
を
測
る

少
許
は
在
-
､
左
崖
に
磐
岩
帽
滝
し
樹
木
更
は
其
上
は

稜
盛
た
-
､
伐
開
来
車
｡

な
る

大
串
掠

前
者
MtJ隔
つ
宵
米
許
の
右
岸
は
肇
立
す
､

是
亦
岩
壁
と
練
樹
と
の
美
を
有
す
｡

諌
んぐ
わ

常

朝

淵

川
の
曲
所
に
在
少
'
淵
の
上
方
は
河
流
四

派
に
分
れ
､
左
岸
流
石
岸
流
及
両
中
英
流
あ
わ
'
此
淵
は

流
入
す
る
も
の
は
左
岸
流
及

一
中
央
流
夜
-
'
淵
の
左

崖
は
磐
碧
南
-
峰
立
L
t
於
樹
相
並
び

で之
を
飾
る
､
中

沸
-L
雛

望

四

二

央
流
は
其
蔑
角
を
突
撃
し
着
水
相
聞
以
頗
る
壮
観
を
極

ひ
､
此
淵
は
常
で
操
か
ら
し
も
今
は
四
米
に
過
ぎ
ず
｡

問
rJ
は
俸
詮
は
鞠
し
て
名
あ
わ
'
甘
露
は
河
公
住
む
､

偶
々
農
夫
甫
紺
h
t流
し
入
る
､
其
子
の
育
せ
ざ
る
を
秦

へ
.
柳
河
農
夫
は
封
し
純
を
投
じ
之
む
引
上
げ
ん
こ
と

を
願
ふ
､
農
薬
其
言
は
捉
ふ
､
河
公
報
を
苗
錐
に
殖
2<U
､

農
夫
之
を
引
上
ぐ
.
河
公
之
を
徳
と
し
鮎
を
法
む
で
謝

し
､
農
大
は
桐
此
常
鍬
を
俸
ふ
と
｡

概
括

此
頓
布
陣
の
曲
は
最
大
の
曲
な
れ
ば
淵
漸
多

く
'
就
中
荒
波
､
-
ヾ
-
岩
､
酷
鍬
淵
等
は
河
床
鹿
の

白
眉
た
ゎ
.
又
秀
峰
の
姦
な
る
も
の
悉
-
乙
J
に
脅
し
､

傾
行
峰
は
自
憶
其
優
な
る
も
の
な

る
が
'
鑑
は
其
絶
歯

は
南
西
よ
か
北
方
に
饗
ゆ
る
上
下
鳥
越
鷹
濃
の
三
抹
及

五
峯
等
の
風
葬
雄
姿
を

一
陣
に
眺
め
程
で
､
薯
は
観
望

の
大
中
心
を
な
す
｡
此
峡
淵
瀬
及
秀
峯
の
輿
髄
は
こ
し

ほ
携
ま
る
と

い
ふ
も
過
言
は
あ
ら
ず
｡

C､
差

遣

の

曲

此
曲
は
-
字
形
ほ
て
､
東
西
の
長

ru二
宮
五
十
兼
.

南
北
四
百
米
'
前
二
者
の
如
-
電
食
在
る
分
脈
を
を
ru



"ヾ
る
も
､
準
分
脈
と
見
放
す
O
触
発
ほ
は
二
瀬
川
淵
の

上
流
少
許
よ
カ
､
大
ノ
メ
ラ
迄
を
呼
柄
す
る
も
'
こ
ゝ

ほ
は
窮
義
は
解
す
O

竿
大
塩

左
岸
迄
に
秀
づ
る
二
召
七
十
米
の
峰
'
峻

岩
峨
々
た
る
勇
姿
と
密
生
の
深
林
美
と
を
仰
視
す
｡

下
北
向
淵

右
岸
の
粘
板
岩
上
に
は
p
租
及
枚
崖
樹

と
し
て
稜
藤
し
'
操
淵
に
映
し

一
段
の
最
趣
を
加
ふ
｡

左
岸
の
峻
峯
は
岩
骨
稜
々
岩
松
之
を
飾
-
'

一
段
の
光

彩
を
添
ふ
､
蒼

々
静
寂
の
泥
淵
底
ru二
十
七
米
'
幅
十

二
兼
は
連
す
｡

幕
漉
.
薫
渡
瀬

前
者
を
謝
る
少
許
は
雀
卓
.
波
場

と
し
て
の
催

件
不
充
分
な
る
よ
-
名
づ
-
0

措

前
者
に
接
す
る
欄
固
形
の
川
中
島
p
川
は
二
瀬

川
と
栴
し
イ上
7分
流
し
.
各
々
墳
周
を
搾
る
.
左
は
本

流
､
右
は
分
流
な
み
｡
機
の
上
牛
は
流
樽
の
大
岩
及
灘

ほ
て
充
さ
れ
p
下
草
は
岩
上
樹
木
の
勧
蒼
た
る
79
の
多

-
'
茄
は
箕
掘
し
て
以
て
松
範
流
尊
に
耳
心
を
洗
ふ
べ

し
〇二
瀬
川
淵

横
は
街
-
､
左
岸
は
歓
つ
岩
壁
は
更
に

仰
後
の
名
勝
山
野
映

淵
底
は
突
入
し
て
奇
態
を
重
し
､
之
に
接
す
る
白
砂
の

洲
は
此
黒
淵
に
勤
し
更
に

<1
美
観
を
添
ふ
｡
鯉
の
群
泳

を
見
る
0

上
北
向
淵

前
者
を
隔
つ
少
許
は
在
-
｡
千
枚
岩
貿

粘
板
岩
中
は
鐘
ぜ
し
火
淵
ほ

て､
其
磐
岩
の
節
糊
は
北

三
十
度
東
堅
ポ
す
､
淵
首
に
は
情
水

1
櫨
と
な
-,L
鎖
然

渥
状
を
覆
し
て
奔
騰
渦
巻
頗
る
壮
観
敬
呈
す
｡
淵
骨
は

近
-
河
中
に
横
は
る
立
岩
に
､
長
さ
立
米
､
幅
正
米
草

笛
r
u的
三
光
の
も
の
あ
-
.
俗
に
段
々
石
と
呼
ぶ
'
厚

三
糎
の
板
を
多
-
累
積
せ
る
形
態
を
有
す
｡
こ
れ
石
英

斑
岩
の
流
晒
せ
る
大
塊
ほ

て
一
奇
観
を
豊
す
.
佃
淵
首

の
着
岸
に
は
塔
状
岩
陀
立

す'
乙
は
直
立
倒
立
し
縦
は

裂
隙
あ
み
､
此
裂
隙
の
上
下
は
昔
樹
之
を
粧
綴
L
t
更

に
此
岩
の
頂
上
に
近
く
捻
相
生
茂
し
頗
る
泉
趣
h
!加
ふ

淵
長
四
十
玉
来
'
幅
九
米
､
色
紺
碧
の
如
し
｡

烏
帽
子
湖

前
者
を
隔
つ
少
許
'
両
岸
は
石
英
斑
岩

よ
♪
成
る
､
河
中
に
は
此
等
の
大
塊
散
在
す
'
左
岸
に

は
磯
岩
の
大
塊
噛
落
せ
る
も
の
あ
-
､
此
等
瓦
岩
の
間

を
涜
る
㌧
水
は
'
或
は
急
満
奔
瀬
を
作
-,h
t
岩
を
撃
ち

Iir.
)

的

11.:



二十
J】

･LL
V萱

ヨ
J仁肘Ir

嶋

韓

鯵
二
十
●

岩
を
超

え
'
或
は
岩
A
J帝
4
'
左
往
有
水
'
轟
々
掠
々

換
散
を
毒
す
｡

断
魚
漢

此
串
谷
の
河
鹿
は
粘
板
岩

よ
-
鹿
か
､
美

称
坤
の
方
向
は
北
七
十
度
東
を
示
す
､
嘩
輝
は
水
の
&

蝕
を
受
け
其
両
に
高
屋
と
作
4
'
流
水
は
之
を
奔
騰
し

嘉
一義

貞

嶋
韓

第 五 御 所 魚 渓

轟17'よ り 北 に 向 ひ 銘 ナ

て
小
義
と
な
す

'
小
義
七
僧
の
中
井
四
鶴
は
鯵
青
首
暮

触
る
○
先
づ
曲
に
{
遍
あ
.
'
美
甘
位
に
綴
る
妨
七
の
小
義

は
審
理
面
に
を
･4
'
其
]
部
は
飯
に
破
壊
す

る
も
､
幡

約
三
兼
'
声

一
兼
｡
之
に
連
鎖
す

る
舟
欄
は
寿
岩
AJ朝

4
去
○
舟
軟
を
な
し
.･
之
はこ
懸
る
妨
六
の
小
藩
は
金
-

申
瑚
面
に
在
身
'
幡
七
米
'
高
二
米
｡
妨
玉
藻
は
塙
九

米

'

慕

]
米

｡
第
円
濠
は
亦
飾
5
'面
-こ
懸
･4
'
幅
七
兼

高

1
兼

｡

妨

三

濠

赤

啓

甥
面
暮こ
懸
○
'
頼
約
四
米
､
高

1
米
｡
第
二
審
は
轄
Z
束

､
高
1
兼
｡
第

7
.8
は
轄
九

米

､

高

1
米

な

る

が

'

養

頑

に
五
着
あ
4
､
分
れ
て
二

帝

と

な

る

O

第

7
第

七

港

問

は

八

十

兼

にこ

て

且

小
曲
あ
-
､
故
に

曲

渦

の

下

位

よ
か
仰

げ

ば
'

欺

濠

と
見

る

托
並
ぎ
ざ
る

も
'

中
位
.ほ
上
ら
ば
'
上
下
の
金
串
と

1
時
に
集
む
｡

井

上

洗
は
河
床
の
中
央
に
あ
る
も
'
下
流
は
右
棒

は
備

し

て

流

路

屈

折

韓

向

凄

化

tこ
富

む

｡

清

沈

済

或々

は

水

石

籾

闘

ひ

､

或

は

岩

費

A
J
飛

騨

す

る

の

批

職

は

､

自

龍

群

の

昇

天

に

芳

*

ね

･JEk
P

群

集

瞳

憶

噸

呼

雷

雨

の

山

谷



ほ
轟
-
が
如
し
｡
次
に
磐
岩
の
中
に
は
観
穴
の
称
す
る

も
の
朝
皆
あ
･eノ｡
又
着
岸
ほ
は
尖
峰
.
左
岸
に
は
岩
壁

の
露
出
あ
わ
で
.
執
上
花
を
添
ふ
の
観
を
量
す
る
も
､

樹
木
の
水
上
を
飾
る
も
の
少
を
さ
を
憾
む
｡

要
之
乙
は
急
斜
所
の
流
水
が
節
珂
教
授
し
て
数
多
の

小
撮
む
懸
け
た
る
も
の
ほ
て
､
砕
樺
峡
断
魚
演
に
類
似

す
る
勝
景
ね
ら
｡

大
ノ
ベ
ラ

前
者
に
璃
-
'
ノ
ベ
ラ
は
坂
岩
の
寒
在

-
｡
石
其
斑
岩
の
節
珂
及
水
平
暦
h
ll有
す
る
地
磐
ま
わ

成
る
'
水
準
層
は
匿
交
の
節
瑚
あ
-
､
乙
IJ
に
数
階
段

を
任
じ
多
-
の
小
溢
懸
る
.
其
高
さ
は
何
れ
も

一
光
位

な
る
も
､
帖
は
七
米
乃
糞
十
四
米
は
逢
す
､
小
梶
は
白

菊
龍
郷
の
並
列
せ
る
美
観
を
装
以
､
椋
々
と
し
て
流
れ

氷
り
流
れ
去
る
｡
断
魚
演
の
動
的
陽
的
男
的
た
る
に
対

し
.
静
的
陰
的
女
的
の
容
姿
あ
ゎ
'
小
梶
の
間
に
は
丸

淵
あ
ゎ
.
叉
大
磐
岩
の
露
出
あ
-
､
其
上
下
に
は
大
小

の
闘
犬
春
L
p
宙
種
三
光
洋

一
兼
車
の
79
の
あ
る
7ŷ
'

小
臼
状
の
も
の
甚
だ
多
し
｡
碕
此
左
岸
に
は

-i
の
尖
峰

跡
立
す
､
境
に
杓
枚
を
戴
け
る
舟
山
石
柱
の
倒
立
せ
る
7P

備
後
の
名
勝
山
野
峡

の
ほ
て
'
乾
に
偉
観
を
増
す
｡
叉
左
岸
の
曲
朗
に
側
面

温
あ
-
､
平
素
は
水
少
な
d
Jも
､
大
岡
の
候
は
飛
下
奪

躍
す
と
云
ふ
｡

概
括

此
曲
は
大
･琴
b
ざ
る
JG
t
河
床
鬼
瀬
淵
の
著

は
る
ゝ
も
の
多
-
'
妹
に
活
動
的
断
魚
演
の
勝
紫
は
其

代
表
的
の
も
の
ほ
て
p
頗
る
壮
観
計
量
L
t
大
ノ
ベ
ラ

は
構
閑
雅
致
幽
蓬
兼
趣
味
ふ
べ
d
Jも
の
多
-
有
終
の
美

を
な
す
OD
､
北

部

此
地
域

は
牝

閣
ま
わ
南

東
流
の
長
さ
九
百
米
の
匿
線

的
峡
谷
ほ
て
､
前
記
の
如
q
J曲
を
鮎
L
I｡
r
uれ
ど
亦
固

有
猫
白
の
藤
堂
を
所
持
す

る
の
み
な
ら
ず
'
古
錬
川

(

方
言
古

マ
ブ
)
は
視
す
る
遺
跡
は
至
る
所
に
満
つ
O

光
速

へ
シ

入
峡
口
の
険
他
に

で'
両
用
懸
壁
殆
ん

ど
道
な
し
｡

堤
谷
の
央
淵
L
前
者
よ
り
宵
飴
米
を
隔
つ
O
左
岸
に

大
絶
壁
懸
-
'
種
籾
其
他
の
も
の
よ
-
生
茂
し
て
之
を

飾
る
｡
淵
長
四
十
五
米
､
幅
十
四
米
'
溌
四
米
｡

女
郎
屋
敷

前
者
よ
-
宵
米
は
在
-
｡
左
岸
僅
少
の

四
菰

四

五



地

球

節
二
十
懲

平
坦
地
ほ

て､
甘
-
離
山
縁
桁
時
代
の
遺
跡
.
約
五
十

年
前
に
鮎

川屋
敷
と
し
､
政
些
湖
山
電
束
愈
融
の
事
務

桝
は
充
て
ね
ら
と
｡

饗
手
塩

前
者
よ
¢
潮
流
す
る
少
許
｡
杖
状
岩
壁
の

衷
は
る
る
も
の
多
し
.
就
中
右
岸
の
竪
子
轟
は
高
-
蛋

表
は
聾
立
し
､
大
部
樹
木
を
播
以
鉄
肺
に
滴
ら
ん
と
す

絶
頂
に
近
-
峨
々
た
る
岩
壁
の
大
露
出
あ
-
'
樽
群
の

容
秦
醐
腰
を
袈
か
ら
し
ひ
る
も
の
あ
-
0

tBph
tZ溜
り
淵

前
者
よ
り
日
蝕
米
を
隔
つ
､
左
岸
石

其
斑
岩
の
露
出
あ
-
､

-;部
は
創
立
し
て
淵
は
臨
み
'

一
部
は
渦
中
に
突
入
L
t
奇
岩
怪
石
藍
碧
に
封
臆
し
て

奇
観
を
添
ふ
0
淵
長
三
十
六
米
､
幅
十
三
米
o

塔
岩

前
者
よ
旦

1十
飯
米
を
隔
つ
O
尖
塔
状
の
大

岩
ほ
て
p
其
中
間
に
節
珊
岩
の
並
列
せ
る
を
認
め
'
其

上
下
に
は
紋
樹
の
密
任
を
見
る
｡
卓
抜
奇
紀
の
岩
石
景

ほ
て
峡
中
の
一
大
偉
観
た
-
.

金
山
屋
敷

前
者
よ
も
少
許
'
左
岸
の
狭
地
に
あ
-

今
は
峯
-
荒
贋
に
蹄
す
O

鋼
沓
尻
の
瀬
及
淵

前
者
に
接
す
｡
河
鹿
の
磐
岩
は

節

.I
披

宍

桝
大

貴
色
の
粘
叔
岩
ほ
て
.

兼
酉
の
節
雌
を
有
す
､
河
水
の

浸
蝕
に
ょ
-
､
波
立
南

米
の
間
に
六
段
を
形
成
す
｡
流

水
は
左
社
着
席
､
或
は
岩
を
呑
み
岩
に
激
し
.
或
は
段

面
を
奔
騰
L
t
轟
々
清
々
大
塔
の
懸
る
ほ
似
た
少
､
激

流
飛
沫
は
操
淵
は
注
ぎ
で
旋
糾
し
紺
碧
を
漂
は
す
｡
淵

長
二
十
米
p
幅
十
朱
｡
左
岸
の
京
岩
は
箕
据
し
て
此
勝

景
を
鋸
質
し
得
.

此
附
近
の
水
成
岩
火
山
岩
接
触
地
は
錬
川
(銅
鋸
)多

し
､
着
岸
に
凍
鬼
の
時
安
鮎
川
､
左
岸
は
銅
正
焼
山
の

懲
既
存
す
｡

金
山
の
欠
淵

前
者
よ
旦
二
十
飯
米
に
衣
-

.

長
ru

六
十
三
米
､幅
十

一
米
.
右
岸
に
岩
壁
の
大
露
出

あ
-
､

峡
中
骨
位
の
長
淵
な
-
0

･S
の
銀
山
跡

前
者
の
上
流
少
許
の
左
岸
に
衣
-
～

猫
粗
大
の
地
な
る
も
､
嘗
て
精
錬
場
あ
-
L
を
以
で
開

ゆ
｡
此
遊
よ
¢
流
水
急
な
み
｡

大
ゴ

-
｡

前
者
を
隔
つ
五
十
飴
米
に
春
か
｡
ゴ

ー

p
は
方
言
石
な
-
'
大
石
の
墳
床
を
指
科
す
'
谷
独
-

洗
急
け
､
奇
岩
怪
石
森
々
た
る
を
見
る
｡



達
摩
岩

前
者
J･･6
人二
二
十
飲
水
の
右
=Ji
に
輩
ゆ
｡
形

姿
よ
-
f4.g
･.S
に
赦
す
､
古
rJ卜
八
米
､
帖
は
頭
鮎
川
米
､

益
部
大
水
'

1
奇
観
を
Htlす
｡

此
並
流
愈
々
急
と
な
-
'
弁
･;13
俄
る
多
-
､
恥
.甘
川

谷
に
響
き
横
る
｡

噂
埠

前
者
よ
4
1二r;
飯
米
'
山
野
材
･;+
釧
正
に
九

･&
｡
流
水
を
堰
ぎ
敬
唱
ーこ
供
す
る
の
設
備
な
-
｡
並
さ

約 六 II'_i] 岐 J,B

内 部 よ I)官i'ナ

僻
後
の
名
捗
-;
野
峡

三
十
九
水
飴
｡
帖
は
光
輝
九
･七
光
'
上
部
三
･六
水
｡

高
r
J
一
I
･
九
米
｡
水
は
左
･:tiL
中
川
の
貯
水
設
備
よ
-

水
路
に
入
る
'
水
蹄
は
川
を
穿
ち
谷
に
添
以
延
々
加
免

に
.帝'-
'
益
さ
六

･
円
九
五
七
粁
に
通
す

.群
ぷ

1
八

九

∴
ニ
米
'
電
力
は
二
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
'
今
其
牛
を
朕

･LT
電
束
'
申
開
水
筒
(
井
脱
に
あ
か
)に
供
給
す
｡
乙
は

細
山
電
気
株
式
骨
離
(資
金
市
飴
歯
周
)
の
有
ーこ
屈
し
'

昭
和
三
年
起
工
t
.t,九
年
･:I.<
成
す
.

山
問
峡
谷
に
放
け
る
此
設
備
は
人
工
柴
の
唯

.
の
偉

軌
な
か
､
堤
上
の
唯
進
湖
は
汀
々
と
し
て
清
水
充
溢
し

作
々
と
し
で
q
'粍
ruと
戴
ふ
能
は
y
t
又
朋

州
に
･:‥川
み

仙
界
多
-
焼
入
際
…は
な

さ
の
税
あ
欠

如
=-Jil
の
秀
峯
断

…捕
,J
J
に
投
影
し
､

一
段
の
勝
越
を
加
ふ
｡
新
し
競
れ

応
介
h
t浮
べ
如
滋
せ
ば
淋
花

滋
紋
救
紅
冬
叩
二

と
し
て

油
然
の
柴
を
菱
は
ざ
る
も
の
な
か
ら

ん
｡
静
狩
峡
の
堰

堤
及
紳
批
湖
の
大
に
及
ぼ
す
と
雄
も
､
亦
之
に
頻
す
る

も
の
あ
少
｡
此
湖
に
次
ぎ
北
受
潮
､
弟
掩
淵
等
あ
-
0

概
括

此
峡
谷
は
前
の
曲
に
此
せ
ば
､
幾
分
増

さ
を

斑
ゆ
る
も
､
潮
抑
よ
-
鞭
近
し
､
銅
谷
仇
の
漸
紺
の
如

巾七

四
七



地

球

節
二
十
牲

き
秀
丑
あ
わ
｡
叉
人
工
美
の
堰
堤
及
大
潮
の
如

p
J偉
観

む
茎
す
る
も
の
あ
-
｡
苗
両
岸
に
は
銅
山
の
聴

堀
に
伴

い
之
は
踊
係
せ
る
遺
跡
多
々
存
し
菅
を
偲
ば
L
U
｡

周
p
独
唱
峡
の
特
色

地
質

上
部
古
生
暦
の
千
枚
岩
男
粘
板
岩
を
主
と
し

が
衣
岩
を
含
む
｡
之
に
次
ぎ
中
生
暦
の
砂
岩
粘
板
岩
轡

岩
あ
わ
｡
叉
火
山
岩
を
る
石
基
斑
岩
の
露
出
あ
ヵ
｡
即

ち
大
部
は
火
成
岩
ほ
て
､
其
接
姻
部
に
は
銅
鋸
を
腿
胎

す
'
叉
水
成
岩
の
節
班
は
此
峡
の
1

成
因
を
を
す
｡

形
状

此
峡
は
三
つ
の
曲
と

1
つ
の
匿
線
と
を
夜
す

就
中
順
行
時
の
曲
は
最
大
は
し
て
聖
の
曲
之
に
次
ぐ
｡

又
此
峡
は

一
般
に
幼
年
期
に
屈
し
p
峡
谷
及
Ⅴ
学
谷
春

す

る
も
､
曲
の
部
分
は
多
-
峡
谷
を
を
し
両
岸
の
別
克

凌
恰
を
兇
ゆ
｡

景
観

河
床
の
岩
石
景
'
流
水
景
'
谷
側
の
秀
峰
且雪

之
に
露
出
の
岩
石
景
'
及
此
等
を
装
飾
す
る
紅
尭
針
基

の
保
林
柴
は
此
晩
発
観
の
最
髄
ほ
て
､
頓
行
峠
及
翌
の

曲
は
於
tJ
其
絶
勝
を
見
る
､
即
ち
河
床
の
岩
石
及
流
水

景
と
し
で
は
､
谷
田
の
磯
､
ク
.,,
リ
岩
､
荒
波
'
薦
鍬

節
.I雛

宍

四

八

淵
.
上
北
向
淵
p
断
魚
演
.
大
ノ
ベ
ラ
､
銅
山
尻
の
湖

及
淵
ー
堰
堤
の
如
d
lJ｡
谷
川
の
秀
峰
及
岩
石
且瓜
と
し
て

は
'
望
獄
､
頓
行
時
､
鳥
越
縁
､
鷹
遊
技
､
五
峯
､
塔

岩
､
達
磨
岩
の
如
き
は
'
基
質
に
放
て
優
秀
堅

不
L
t

探
勝
者
の
嘆
栴
措
-
髄
は
ざ
る
も
の
な
-
｡
操
林
泉
は

至
る
所
四
季
佳
怒
ら
ざ
る
な
き
も
､
操
紅
燃
ゆ
る
秋
景

育
翠
滴
る
裳
灘
を
以
て
最
と
在
す
O

植
物

此
峡
は
固
有
林
大
部
計
】占
め
､
従
っ
て
密
林

繁
茂
し
金
峡
を
産
ふ
0
枚
杉
欄
樫
横
等
普
通
の
も
の
は

悉
-
生
育
す
､
楓
樹
は
殊
に
多
-
満
山
朝
を
織
る
､
相

異
柏
､
岩
松
､
弘
革
等
の
常

々
岩
壁
を

飾
る
あ

ら
.
ク

マ

ガ

エ
サ
タ
群
鐘
し
林
間
に
異
彩
を
放
つ
あ
-
｡

動
物

期
類
に
猪
猿
多
-
､
猿
は
群
居
し
て
簡
出
し

此
峡
を
賑
は
す
.
魚
頬
に
は
香
魚
｡
腰
｡
鯉
･絵
等
あ
-

て金
峡
に
督
-
､
酒
流
に
産
気
を
典

へ
､
釣
網
の
享
楽

を窓
に
せ
し
む
｡
其
他
河
鹿
の
清
音
は
耳
を
洗
ひ
'
山

租
魚
の
奇
態
に
目
を
驚
か
し
む
｡

帝
滞
峡
と
の
比
戟

此
峡
の
瀞
秤
峡
と
鑑
似
せ
る
鮎

は
､
水
成
岩
の
谷
保
-
両
岸
の
蛋
峰
の
時
立
せ
る
乙
と



其

叫
を

-
｡
頓
行
峰
及
豊
の
曲
は
瀞
樺
峡
堰
堤
下
の
絶

勝
と
伯
伸
す
p
河
床
瀧
と
し
て
湘
淵
奇
岩
及
堰
塞
湖
等

の
秀
発
酵
多
春
し
.
佃
河
鹿
山
根
魚
其
他
魚
族
の
鐘
楼

す
る
あ
る
も
.
大
在
る
正
而
保
を
敏
ぐ
乙
と
英
二
を
-
.

深
林
美
よ
-
磯
達
し
で
.
四
時
山
容
を
形
飾
し
水
態
を

幽
玄
怒
ら
し
ひ
る
rJ
と
其
三
を
与
｡
活
水
滑
々
轟

々
山

谷
に
響
旦

且
る
乙
と
其
四
凌

･et｡
堰
堤
設
置
の
た
め
幾

分
水
畳
を
減
少
し
､
又
探
勝
歩
道
不
備
の
地
瓢
春
す
る

乙
と
其
五
怒
ら
｡
次
に
敏
は
在
っ
て
此
ほ
散
iI
る
も
の

は
'
カ
ル
ス
ト
石
衣
洞
窟
及
天
触
橋
等
在
る
が
.
此
ほ

在
っ
て
彼
に
敏
ぐ
る
も
の
は
､
鋸
泉
及
頑

の
存
在
を
-
～

餓
鬼
は
横
越
す
る
如
-
､
此
峡
は
近
-
湧
出
し
酵
客
を

引
-
｡
要
之
彼
此
二
丑
は
よ
-
近
似
L
t
彼
は
伯
位
此

は
仲
位
を
占
ひ
る
の
除
景
ね
ら
｡

三
､
古
谷
川
の
峡
谷

概
説

小
田
川
の
支
流
原
谷
川
に
注
ぐ
宙
谷
川
は
.

翻
石
郡
氷
見
村
に
教
源
し
､
固
形
を
塞

い

で山
野
相
に

流
入
す
｡
こ
J
に
流
向
を
極
じ
､
其
上
輩

は北
西
酉
よ

備
後
の
名
勝
山
野
鵬

-
商
栗
東
に
晴
々
寓
線
的
は
.
其
下
車
は
倭
に
カ
ー
ブ

を
塞
き
で
約
北
よ
-
南
に
流
れ
原
谷
川
に
合
す
｡
其
流

程
各
々
七
宵
兼
｡
其
流
域
は
古
生
暦
上
部

の
千
枚
岩
質

粘
板
岩
よ
少
成
-
､
河
幅
は
小
田
川
は
此
せ
ば
精
々
小

夜
る
も
流
水
は
此
政
的
多
-
'
種
苗
峡
口
百
六
十
米
と

峡
頭
三
宮
米
と
の
差
高
官
四
十
米
を
流
下
L
t
幾
多
の

淵
槻
及
梶
布
等
を
作
る
.
此
峡
は
又
猿
鴨
峡
と
同
じ
-

幼
年
期
に
属
し
'
峡
谷
及
Ⅴ
字
谷
を
夜
L
t
河
床
泉
及

深
林
農
に
其
特
色
を
有
す
る
勝
景
地
域
た
み
｡

各
課

説
明
は
優
す
る
た
め
､
此
峡
の
上
申
を
北
部

下
車
を
南
部
と
す
｡

｢

南

部

(前
峡
)

南
部
の
下
車
は
河
床
の
傾
斜

一
般
に
襟
は
殊
は
其
下

草
に
著
し
｡
峡
門
は
卒
磐
の
河
床
､
情
水
絵
々
涯
々
凍

去
す
る
を
見
る
に
過
ぎ
ず
し
て
､
猿
鳴
峡
門
聖
の
曲
の

勝
栗

に
比
し
､
刑
か
遜
色
の
戚
あ
る
も
､
潮
流
す
る
に

後
払

漸
次
数
多
の
秀
漫
加
は
み
凍
る
｡

長
淵

峡
口
h
l上
る
約
百
米
に
在
か
｡
長
さ
十
三
栗

幅
四
兼
､
深
二
米
'
長
さ
を
以
で
名
づ
-
.
満
水
清
浄

究

四
九



地

政

蟹

手

徐

よ
-
免
租
の
浮
肝
を
徽
む
､
両
岸
は
貼
坂
岩
の
黒
色
に

配
す
る
に
ー
樹
木
の
鯨
を
以
て
L
t
荷
其
披
薬
は
参
差

と
し
て
淵
上
を
覆
ふ
.

長
潮

前
者
を
測
れ
ば
河
底
の
傾
斜
を
増
し
､
乙
㌧

ほ
溌
噛
宜
岩
横
臥
し
､
或
は
接
し
或
は
離
れ
'
或
は
釆

な
ゎ
千
態
賞
状
を
-
､
暗
流
乙
ゝ
ほ
至
れ
ば
或
は
流
路

を
鍵
じ
'
或
は
岩
下
h
l潜
-
流
れ
'
或
は
岩
を
衝

き
之

を
追
え
て
飛
躍
し
､
白
沫
四
散
の
批
観
を
毒
し
､
滑
々

清
々
挨
山
に
響
-
0

鷹
の
湯

前
者
の
右
岸
貼
戒
岩
中
に
流
出
す
る
冷
泉

･

な
-
p
六
角
の
小
池
を
穿
つ
､
長
さ

∵
六
米
､
幅

∵

三
光
､
洗
n
年
来
飴
夜
･J{

無
色
透
明
､
崩
ア
ル
ヵ
リ

泉
に
属
す
､

一
種
の
奥
乗
あ
る
は
硫
化
水
素
を
-
､
傷

皮
膚
病
等
に
功
版
数
も
多
L
と
云
ふ
も
'
未
だ
裸
浴
の

設
備
な
し
.
嘗
っ
て
鷹
足
を
傷
け
､
屡
々
凍
-
之
は
浸

せ
し
わ
め
鋸
泉
な
る
を
諌
め
て
､
か
-
名
づ
け
L
と
云

ふ
0か
ぷ.I)
甲

掠

北
方
左
岸
に
奪
立
す
る
乙
と
二
宵
米
､
甲
状

の
圃
峰
を
な
す
､
紹
崩
は
練
樹
に
充
n
れ
.
中
央
の
岩

鮮

Ai
挽

き

五
e

壁
は
頗
-
高
-
倒
立
し

て雄
姿
を
衷
は
す
｡

き
よ

清

淵

左
右
両
岸
の
奇
岩
と
其
上
下
に
横
は
る
宜
岩

と
は
簡
練
せ
ら
れ
､
長
さ
九
米
､
幅
亦
之
に
過
ぐ
､
操

さ
大
な
ら
ざ
る
も
捕
澄
鋸
の
如
し
､
紅
乗
は
両
岸
よ
-

淵
上
に
映
じ
､
淵
為
に
赤
-
､
幽
蓬
の
紳
仙
園
允
･a
｡

此
淵
の
上
下
に
瀬
あ
か
'
掠
屠
た
る
水
撃
琴
忘
の
相
和

す
る
に
似
た
-
0

瓢
形
淵

形
に
よ
-
名
づ
-
､
両
岸
の
堅
岩
絶
壁
を

な
し
て
相
封
立
す
'
膏
樹
奇
木
は
亦
淵
上
を
覆
以
掠
門

を
作
-
､
塞
相
情
-
､
奇
瓢
の
中
､
水
槽
-
肺
魚
数
ふ

べ
し
｡
此
淵
亦
樹
林
水
魚
の
美
に
富
む
｡

前
者
よ
み
上
流
二
官
米
間
は
又
傾
斜
を
増
し
'
小
瀧

小
淵
及
瀬
瀞
探
林
等
の
秀
兼
相
薦
出
し
て
腰
按
に
暇
を

し
0小
瀧

其
数
野
多
を
～,h､
比
較
的
大
と
寵
む
べ
き
も

の
は
数
個
ほ
て
ー
其
高
さ
直
垂

1p
三
'
四
兼
'
科
長

六
'
十
五
米

等あ
-
'
此
等
は
多
-
節
付
面
に
懸
る
､

或
は

一
様
は
其
商

の
中
央
左
輔
又
は
右
魂
を
流
下
す
る

も
の
あ
-
｡
或
は
二
様
に
両
税
を
奔
下
す
る
も
の
も
後
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合
し
て

1
健
と
を
io
も
の
あ
A
｡
或
は
欺
健
は
発
下
し

彼
合
し
て
二
健
と
な
る
も
の
あ
-
.
或
は
直
立
に
虫
は

斜
に
轟
る
'
白
龍
の
岳

-こ
件
る
が
如
き
も
の
'
白
義

白
布
と
鵜
げ
た
る
如
J
t'も
の
'
白
糸
の

1
膏
に
下
ろ
が

如
き
も
の
あ
-
｡
浪

々
傷
々
{
谷
A
J庸
す
｡
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･

中
傷

鷺
義
は
義
ね
小
嶋
A
.鴫
し
自
沈
の
濃
懇
-
あ

･

義
義
○
名
■
鴫
野
徽

川
･/

.J

孝
義

義
貴
雷

鳥
東
急

等

青
は
離
散
瀧
を

.

え
'
虞
は
対
席
に
鴨
島
し
寺
雷
A
看

L
l
嫌
鴨
砂
蒼

･

赤
鞭
構
A
J慎
ぐ
､
鼠
や
､
伏
虎
.¢
如
き
'
舟
夢
中
集
中

如
き
青
葉

概
の
も
の
あ
A
｡
鑓
水
は
え
智
懸
け
て
農

曲
芸

し
･
虫
豊

に
篇
離
七

井
離
し
･Lr虞
臥
銀
線

･

む
な
し
'
淡
島
慮
る
養
化
に
甘
み
､
･TT粛

脆
緩
龍
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9
t
た
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あ
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幡
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場
等
の
榊
思

･
..+

&
･熟
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